
2020年度までの中期環境 標達成に向けた取り組みを実施しています。
2012年度は2012年4 1 から2013年3 31 を対象期間としています。

本化薬では2011年度から2020年度までの中期環境マスタープランを3分野6項 で策定しました。2012年度
は、第2年度となります。

※1【VOC】Volatile Organic Compounds。揮発性有機化学物質。ただし、集計には政令で報告対象となってい
る化学物質以外に反応で副 する化学物質等、 気中に放出されるすべての化学物質を含みます。

※2【COD】Chemical Oxygen Demand。化学的酸素要求量。排 中の被酸化性物質を 定の条件下で酸化剤
により酸化し、そのときに使 した酸化剤の使 量から、被酸化性物質を酸化するために必要な酸素量を換
算した指標のこと。CODの値が いということは、それだけ 中の酸素を消費する有機化学物質等が多く含
まれており、汚染度が いことを します。

※3【エネルギー起源CO2排出量】1990年度(96.2千トン)を基準としています。
※4【ゼロエミッション率】 本化薬では廃棄物発 量全体に対する内部および外部埋 量の割合として定義し

ています。

http://www.nipponkayaku.co.jp/


本化薬は、環境負荷低減の取り組みとして、 気汚染防 や 質汚濁防 、地球温暖化防 、廃棄物の削減、
騒 防 に注 しています。

気汚染防
気汚染防 については、 気汚染防 法対象の物質や有害 気汚染物質、その他の 気汚染物質に分け特に注
意して管理しています。

VOC（揮発性有機化学物質）排出量削減の取り組みは、2011年度からの中期環境 標では、集計範囲をこれま
での政令および 本化学 業協会で把握対象になっている化学物質以外に、反応で副 する化学物質等、 気中
に放出されるすべての化学物質を含むものとし、2020年度までにVOCの 気への排出量を45ｔ以下にするとい
う 標を掲げ、今後も 主的にVOC排出量を削減していきます。

（社） 本化学 業協会を中 に有害 気汚染物質の 主管理対象12物質※5を定め、排出量削減の取り組みを
っています。12物質中、 本化薬が1995年度以降に使 しているのは5物質で、ベンゼンについてはすでに
1995年に使 を中 しています。またクロロホルム、エチレンオキサイドは、2007年度以降はすべて排出量0
となっています。なおジクロロメタンは、2007年度以降は排出量0が続いていましたが、2010年度は3.3ｔの排
出量があり、2011年度は7.8ｔに増加しましたが、2012年度は5.3ｔの排出量となりました。ホルムアルデヒド
につきましては、2010年度の排出量は0.03ｔであり、2011年度、2012年度も排出量は変わりませんでした。
ジクロロメタンとホルムアルデヒドにつきましては、使 量削減を主な対策として、排出量削減に向けた取り組
みを続けてまいります。

その他 気汚染物質としてSOｘ（硫 酸化物）※6、NOｘ（窒素酸化物）※7等はボイラーの稼動時に排出され
ます。 本化薬では、これまでにボイラーの燃料をＣ重油から硫 分含有量の少ないA重油、さらには硫 分の
ないLPG、天然ガスに順次転換しており、2012年度も引き続き実施してきました。SOｘの排出量は、2008年度
より 幅に減少しましたが、2012年度もさらに減少しています。なお 本化薬では、これまでも 気汚染防 に
積極的に取り組んできましたが、今後も引き続き、 気汚染防 設備の適切な維持管理、定期点検および保全を
実施し、 気汚染物質排出量抑制に努めてまいります。

※5【 主管理対象12物質】アクリロニトリル、アセトアルデヒド、塩化ビニルモノマー、クロロホルム、1,2-
ジクロロエタン、ジクロロメタン、テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、1,3-ブタジエン、ベンゼ
ン、ホルムアルデヒド、エチレンオキサイドが該当。



※6【SOｘ（硫 酸化物）】硫 分が含まれる化 燃料等を燃焼させることにより、発 します。硫 酸化物は
空気中の 分と反応することで硫酸、亜硫酸を じるため、 気汚染や酸性 の原因となります。

※7【NOｘ（窒素酸化物）】物質が燃焼する際に空気中の窒素と反応して じる場合と、 炭等の窒素化合物を
含む燃料や物質が燃焼した場合に発 する場合があります。光化学スモッグ等の 気汚染、酸性 の原因に
なるばかりでなく、 体の呼吸器等に悪影響を及ぼします。またＮＯｘの中でも 酸化 窒素は温室効果ガ
スとしても知られています。

※8【ばい塵】化 燃料の燃焼等に伴い発 するばい煙のうち、固体粒 でいわゆるすすのこと。 気汚染の原
因となる他、 濃度のばい塵を吸 した場合は、 体に塵肺等、悪影響を及ぼします。

質汚濁防
本化薬では、法令や都道府県、市町村条例で定められた規制値よりもさらに厳しく 主管理基準値を設定し、
基準値を満たしているものを排 しています。

COD排出量が きい 場では活性汚泥処理設備を設置してCOD排出量低減に努めてきました。なお2010年度
は、 産品 の構成の変更等の影響で159ｔに増加していましたが、2011年度および2012年度は124トンで
2009年のレベルにまで戻りました。また窒素も2010年度は170ｔに増加しておりましたが、2012年度は、窒素
削減の対策により97トンまで削減しています。

さらに 本化薬では染料、インクジェット インク等の 材関連製品を扱っています。これら 材関連製品を製
造している福 場および東京 場では、製造 程で発 する着 廃 を脱 処理して排出しています。

気にも 質にも影響するPRTR※9の取り組み
本化薬では1995年から、（社） 本化学 業協会主導の「PRTR法対象化合物削減活動」に参加し、PRTR法
対象化合物の排出量削減対策を進めてきました。2012年度のPRTR法対象化合物の排出量は35ｔで、前年の33
ｔより約6％増加しています。なお 本化薬ではトルエンの排出量が多い状況に変わりはありませんが、2012年
度は9.4ｔで2010年度の17.4ｔよりも 幅に減少し、PRTR法対象化合物排出量全体に占める割合は27％となっ
ています。



※9【PRTR】Pollutant Release and Transfer Register（環境汚染物質排出移動登録）の略。PRTR法は、事業
者による化学物質の 主的な管理の改善を促進し、環境保安上発 する問題を未然に防 することを 的と
しています。

※10【SS】Suspended solids（浮遊物質量）。 中に浮遊または懸濁している直径2ｍｍ以下の粒 状物質のこ
と。鉱物による微粒 、動植物プランクトンやその死骸、下 、 場排 等に由来する有機物や 属の沈殿
物が含まれます。浮遊物質が多いと透明度等の外観が悪くなる他、光が透過しないために 中の光合成に影
響を及ぼします。

地球温暖化防
本化薬の各事業所ではこれまでに種々の省エネルギー対策に取り組んでおり、その結果、エネルギー消費量は
年々低下し、エネルギー起源のCO2排出量は、年々減少傾向にあります。2012年度のエネルギー起源CO2排出
量は 産系66.0千トンに、業務系6.9千トンを加えた72.9千トンであり、2011年度より減少しました。

また 本化薬では、2003年度から開始した物流改 で3PL（物流業務元請化）を導 し、元請会社と共同して
モーダルシフトを推進しています。2009年4 より製品輸送に伴うCO2排出量の実績集計を開始し、 層のモー
ダルシフト推進により、エネルギー使 量の低減およびCO2排出量の抑制を継続していきます。

さらに 本化薬グループでは、家庭部 でもCO2排出量削減を促すため、従来からの「わが家の環境家計簿」の
取り組みと、電気使 量だけに特化した「ただいまわが家は節電中」を企画して、従業員の家庭での省エネ活動
を推進しています。

トンキロ＝重量(t)×輸送距離(km)

エネルギー低消費企業を 指して
当社では、社 を委員 とする省エネルギー・地球温暖化対策委員会を組織し、全社的な取り組みを展開し
ている中で、中 期環境 標として、「2020年度の地球温暖化ガス発 量の1990年 15％削減（暫定）」
を掲げ、より 層のエネルギー起源温暖化ガスの削減努 をしているところです。

さらに、2011年3 11 の東 本 震災から派 した電 供給不安を受けて、電 供給不安に負けないエネ
ルギー低消費型企業を 指して、全社プロジェクトとして推進してまいりました。
取り組みの枠組みができあがったため、現在はプロジェクトを終了させ、省エネルギー・地球温暖化対策委
員会の 環として活動を推進しています。



2012年度省エネ活動の調査

取り組みテーマについて

1．基礎体 づくりとしての電 設備の 直し
崎 場に、東京電 からの受電容量の約1／3の電 量となるCGS＊を設置し、本年6 から稼働させて

います。 その他の 場については、 常電源設備の 直しを終了しました。
また、 場以外の 部事業場については、電 供給業者の変更を い、原 発電の稼働影響を受けにく
い安定受電を図りました。
＊【CGS】ガスコージェネレーションシステム＝ガス発電を い、その排熱を蒸気と温 に再利 するシステム

2．既存の省エネ・温暖化防 テーマの推進
省エネテーマの推進により、2012年度は、前年 1.5％の原単位改善、総エネルギー使 量は前年
4.9％の削減を達成しました。

3． 場のあるべき姿を 指した省エネマスタープランの作成
各 場の将来像を 据えたエネルギー削減計画について、マスタープランとして作成しています。今後、
定期的な 直しを い、エネルギー原単位と温暖化ガスの削減の取り組みを継続します。

4． 場エネルギー使 状況の統計解析に基づく新たな省エネテーマの策定
統計解析に必要なデータ収集が終了した 場について、統計解析を い、エネルギー消費の主たる要因を
確認し、エネルギー削減の検討を開始しました。データ収集中の 場については、必要なデータが揃い次
第統計解析を い、テーマを絞り込みます。

5．低環境負荷型の新製品開発に向けた研究開発段階でのエネルギー使 量評価 法の検討
研究開発初期段階で、研究者 らが開発途中の製造プロセスのエネルギー使 評価を うシステムをつく
りました。まだ、運 を開始したばかりですが、研究者 らが評価を うことで研究者の省エネに対する
意識を向上させ、省エネルギープロセスの開発が進むことを期待しています。

「2012年度エネルギー管理優良事業者等表彰において関東経済産業局 賞を受賞」
株式会社 本化薬東京
この賞はエネルギー使 の合理化を図り、エネルギー管理の推進に不断の努 を重ねその成果が であり他
の模範となる、 場や事業場等を対象としている賞です。
今回の受賞に当たり、関東経済産業局・関東地区電気使 合理化委員会・東京地区電気使 合理化委員会の
々に来場いただき、当 場の省エネ取り組み状況を現地調査していただきました。

過去に関東地区電気使 合理化委員会から優秀賞、最優秀賞をいただいていましたが、まさかこのような
きな賞をいただけるとは思っていなかったので、驚きとともに、 きな喜びでした。
当 場の省エネの取り組みはトップダウンで進められ、全従業員が 丸となり 年こつこつと ってきた物
です。その取り組みや効果功績が認められ、関東経済産業局 賞を受賞できたことは、今後のさらなる取り
組みにおける励みになります。

場での省エネの取組み
計装 、プロセス コンプレッサーの容量の 直しと、運転制御の改善による電 使 量削減
業 ポンプの運転制御 法の改善による電 使 量削減
銀灯から 効率照明器具への更新による電 使 量削減

蒸気ラインのバルブへのエコジャケットの導
他社のHPに省エネ事例の紹介が掲載された
省エネ放送、メールでの周知徹底

当 場は、東京都環境確保条例による特定温室効果ガス排出制度の対象 場になっており、今後も省エネ活
動に をいれていきます。 本化薬東京は今までもそしてこれからも、従業員全員で省エネ＝コストダウン
に積極的に取り組んでまいります。

関東経済産業局 授賞式（左）
株式会社 本化薬東京の社 および施設部のみなさん（右）

環境に配慮した営業 導
医薬品を患者様へ適正に使 していただくためには、有効性や安全性に関する情報は かせません。当社
は、医療機関を訪問し 社医薬品に関する情報を収集・提供するため、MRを全国各地に配置しています。こ
のMRが 頃の医療機関を訪問するために使 している営業 を、寒冷地域へ対応する4輪駆動 をのぞき、
すべて環境へ配慮したハイブリッド へと切り替えを いました。現在、327台の環境対応 を配備してい



ます。

廃棄物の削減
2012年度の廃棄物発 量は20,423ｔで、前年度より8.4％減少しています。なお、2012年度の埋 量は1,606
ｔで2011年度よりも45％程度減少しました。その他リサイクル率向上とゼロエミッションに向けた活動を引き
続き進めていきます。

騒 防
本化薬では、 場周辺の騒 防 に注意を払いながら事業活動を っています。 場境界線上の騒 測定を定
期的に実施する他、地区懇談会などで地域住 の から寄せられるご意 や、ご要望を最重点課題として地域と
の共存を図っています。また 場内でも作業環境測定を定期的に い、騒 から従業員を守るべく改善に努めて
います。

環境会計
本化薬では環境保全に関するコストを集計し、2000年度より公表しています。また2003年度からは環境保全
効果を集計しています。環境保全コストおよび環境保全効果の集計は、環境省発 の「環境会計ガイドライン
（2005年版）」と（社） 本化学 業協会発 の「化学企業のための環境会計ガイドライン」を参考にしていま
す。



集計範囲： 本化薬単体
設備投資：2012年度（2012年6 ~2013年5 ）に発注した 額を集計
管理コスト：同期中に発 した費 で、環境保全の観点からの燃料の変換、廃棄物処理 法の変更等で じた
コスト上昇分は実施から5年間を計上
財務会計上の収益は、環境保全活動の結果として、年度において実現した収益を計上
費 削減や環境負荷削減等の財務会計上の収益でない効果は、施策の実施から5年間を計上

環境・安全衛 関連投資
本化薬では環境や安全衛 に関する設備投資を計画的、継続的に っています。2012年度は、環境関連設備投
資額が763.6百万円となっており、前年度よりも14％増加しています。内訳では、省エネ・地球温暖化防 に関
する投資額が全体の75%を占めており、前年度から ても きく増加しました。

また、2012年度の安全衛 関連設備投資額は583.4百万円で、前年度よりも13％減少しました。内訳では、設
備 朽化対策の投資額が全体の52%を占めています。



※高負荷機器：冷凍機、曝気槽送風機、蒸気の管理等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年度省エネ活動の調査
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日本化薬㈱：本社

福山工場/日本化薬福山

厚狭工場

東京工場/日本化薬東京

高崎工場

姫路工場

鹿島工場

東京事業所/東京事業区

㈱ポラテクノ

ポラテクノ（香港）

モクステック

無錫宝来光学科技

デジマテック

ニッカファインテクノ

ニッポンカヤクコリア

ユーロニッポンカヤク

化薬化工（無錫）

マイクロケム

無錫先進化薬化工

招遠先進化工

日本化薬フードテクノ

TDサポート

日本化薬メディカルケア

ナック

台湾日化股分

ｲﾝﾃﾞｯﾄｾｲﾌﾃｨｼｽﾃﾑｽﾞ

化薬（湖州）安全器材

西港自動車学校

化薬（上海）管理

和光都市開発

ニコス

日本人材開発医科学研究所

沖浦ゴルフセンター

厚和産業

群南産業

化薬アクゾ㈱本社

化薬アクゾ㈱厚狭工場

カヤク・ジャパン㈱本社

カヤク・ジャパン㈱厚狭工場

三光化学工業

● ● ● ● ●

不在時や昼休みの消灯

不在時や昼休みの消灯

地下駐車場の送風停止
夏季：手洗い温水，便座ヒーター停止

蒸気不要配管撤去、屋外蒸気トラップ更新、
製氷機冷凍機新設、不要冷凍機運転停止

ノーマイカーデーの実施

2013年度運用に向けた太陽光導入検討

平成２４年度エネルギー管理優良事業者等
表彰において関東経済産業局長賞を受賞
2013年度運用に向けたガスコージェネレーショ
ンシステム導入

蒸気の管理
冷凍機更新システム検討
蒸気運転適性管理、長期休暇のCR停止、中間
期AC送風運転、休暇時CR風量負荷低減等

省エネ・省資源の取り組みの討議
（ISO14000の認証取得準備）

エアコン設置なく、暖房機のみ設置

節約意識教育、対策の検討、実施

室内にファンを置き、空気循環させ
空調機の温度調整

空調設定温度適正管理はデマンドコントロー
ラーによる節電

節電、節水および意識啓発活動
エアコンの設定調節

蛍光灯の間引き・昼休み消灯継続中。

県・市からの節電要請あり

ノーマイカーデーの実施

ノーマイカーデーの実施

クールビズの期間拡大
ホームページでのクールビズ実施の広報

ゴーヤ・アケビ・藤のカーテン
製造現場を省エネタイプの電灯に切替
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